
平成 26年 4月 18日 

周南地区空手道協議会 

役員 各位 

   

  周南地区空手道協議会 

会 長  白濵 憲太郎 

理事長  長濵 勝成   

（公印省略）    

第 37回 周南地区空手道選手権大会について 

 

標記の大会を下記により開催致しますので、貴団より多数参加されますようご案内申し上げます。 

 

記  

主催  周南地区空手道協議会 

後援  （公財）周南市体育協会 

主管  周南市空手道連盟所属団体及び各団体保護者会 

 

1. 日 時   平成 26年 6月 22日（日曜日）9時 00分開会式予定 

            ※8時 30分から審判会議を行ないます。 

2．場 所   キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター  メインアリーナ 

 周南市大字徳山 427番地   TEL 0834-28-8311 

3．種 目  （各種目名は、申込み用紙に記載しています。） 

（1） 形 の 部 
【個人戦】 全て学年別、男女別とする。但し、申込み２名以下は混合とする。 

          【団体戦】 小学生団体は、低学年は1～3年、高学年は4～6年とする。 
小・中学生とも男女混合でも良い。 

（2） 組手の部  
          【個人戦】 全て学年別、男女別とする。但し、申込み２名以下は混合とする。 
          【団体戦】 小学生団体は、低学年は1～3年、高学年は4～6年とする。 

小・中学生とも男女混合でも良い。 
（3） 団体戦（組手・形） 低学年3チーム以内、高学年3チーム以内、中学生3チーム以内とする。 

 

4．競技規定   全日本空手道連盟競技規定および周南市空手道連盟申合せによる。 

【 形 】 （1）形試合は決勝まで自由形とし同じ形でもよい。 

（2）個人試合については、決勝まで 2人同時演武とする。 

（3）団体形は 2チームで演武し、決勝は 1チーム毎演武し勝敗を評価決定する。 

【組手】 （1）小・中学生は、1分 30秒 6ポイント先取り勝負とする。 

（2）高校・一般男女は、2分 8ポイント先取り勝負とする。 

           （2）団体戦は選手全員が勝負するものとするが、時間の関係で調整する場合もある。 

 

 

 



 

5．参加資格 

      （1）スポーツ安全保険加入者であること。 

  

6．表 彰   形試合、組手試合とも 3位まで行なう。（3位決定戦は無し） 

           但し、幼年の部と参加人数が 20名以上の種目は、敢闘賞を授与する。 

 

7．申込み  別紙参加申込書は、下記申込み先へ郵送または、メールにてお願い致します。 

申込み締切りは、平成 26年 5月 15日（木）〔当日消印有効〕（厳守願います） 

※組合せは PCプロで行いますので、申込書記入欄全て記載（丁寧に）願います。 

         ※前年度の第 36回周南地区空手道選手権大会（平成 25年 6月 23日）の入賞者は 

シード欄に記載願います。 

         ※申込は別途「参加申込書」様式を使用願います。記載は幼年選手から順番に 

記載願います。 

    

 

8．参加費  周南地区空手道協議会口座に申込と同時に振込願います。 

         ※個人戦 ： 1種目、小学・中学・高校は、1,000円、大学・一般は 2,000円 

団体戦 ： 1種目 1チーム 1,500円 

         ※参加申込書と参加明細書兼審判員登録書を同時に提出願います。 

           参加明細書兼審判員登録書の提出が無い場合は受付致しません。 

         ※振込用紙控え送付は不要 

 

9．振込先  

 

10．参加上の注意    

※競技における負傷については、主催者で応急処置はするが以後の責任は負わない。 

※参加選手は必ず傷害保険に加入しておき、大会当日は健康保険証を持参すること。 

※眼鏡、ハードコンタクトレンズの使用は禁止する。但し、ソフトコンタクトレンズの使用は 

個人の責任において認める。 

 

 

 

 

 

 

11. 備 考 

   （1） 各団体可能な限り多くの審判員確保願います。 

審判員育成のため、本大会の試合で経験を積み育成を進めましょう。 

資格要件としては、年齢 25歳以上、会派段位保持者で団体責任者公認指導員とする。 

宜しくお願いします。 

   （2） 各団体でゴミ袋を用意し、ゴミは持ち帰って下さい。 



   （3） 周南市空手道連盟加盟団体は、前日 18時から会場準備を行いますので、 

各団体 2名以上の協力をお願い致します。 

（4） 役員、審判員の方には昼食弁当を準備致します 

（5） 安全具は JKF公認のメンホー、拳サポーター、胴プロテクター、セーフティカップを着用 

（セーフティカップは、小学 3年生以上、義務つけとする。未着用選手は失格） 

   （拳サポーターについて、小学生は赤・青あるいは赤・青リバーシブルの拳サポーター、 

   中学生は赤・青の拳サポーターを義務つける） 

   シンガード・インステップガードの着用は自由とする。 

（6） 本大会選手宣誓は久米空手でお願いします。 

 

12.  その他注意事項 

※選手は、エレベーターを絶対に使用しないこと。 

※競技中は、階段やロビー等で遊んだりしないこと。 

※保護者が弁当等のゴミをすてるなど、マナーが大変悪く、 

各体育館にご迷惑をおかけしておりますので、各団体におかれましては 

選手及び保護者に周知徹底をお願いいたします。 

       

 

 

 

                                      以上  


